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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
いずれの章も、『フランス革命の省察』をはじめとするバークのほぼ全著作を読解し、アリストテ
レス、アーレント、キャナバン、ハイエク、ヒューム、ケインズ、クラムニック、マックファーソン、
ペイン、ポーコック、シュトラウス、スミス、岸本広司、中澤信彦の仕事など、欧米古今の古典、最
近の内外のバーク研究などを広く渉猟した上で書かれたものであり、学説・思想史研究者の最低限の
条件を十分に満たしている。もちろん、バークの著作をはじめ、文献の参照は、原則として原語（英
語）で手堅く行なわれている。 
 内容に関して言えば、特に第３章において、バークが文明社会を構築し近代社会を発展させるエー
トスとして、宗教（キリスト教）、騎士道、親愛を取り上げたことに注目し、その含意を深めた点は、
ポーコック・テーゼがそれほど我が国では知られておらず、宗教や騎士道などが社会の近代化を妨げ
る封建的要素としてのみ捉えられる傾向が強いだけに新鮮な印象を与える。 
ポーコックの狙いは、宗教や騎士道などの封建思想を否定した上に展開されたヨーロッパ大陸型と
は異なる近代化の様式が、近世のスコットランドやイングランドに存在したことを示すことであり、
そのテーゼを検討することの意義はきわめて大きい。 
ポーコックを超える結論が得られたわけではないとは言え、20 点にも上るバークの著作と、総計
140 点にも上る関連文献を渉猟し、自ら考え、自ら文献を渉猟して有意味な結論に至った点は高く評
価されなければならない。 
 また、本論文が、秀でた文章力と論文構成力、読者の想像力と思考を喚起する問題提起能力などの
点でも優れたものであることも間違いない。 
 ちなみに、本論文の第２章、第３章、補論は、水準の高い学術誌に掲載された査読付論文を基にし
たものであり、学界での評価も高い。特に、補論の基礎となった論文は、経済社会学会から若手研究
者に与えられる高田保馬奨励賞（2008 年）の栄誉に輝いている。 
 これらの点から言って、本論文は、博士号に十分値すると判断される。 
 
